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実感を伴った理解に結びつく実践的な理科授業に長けた学校教員の養成には,教 員養成を目的とする
大学教育において体験的なカ リキュラムを充実させ,養 成段階から様々な体験的学習を経験 させ ること
が有効であると考えられ る。理科サブコースに所属 し,理科を中心とする教員免許の取得を目指 してい
る学生を対象として,地 元企業の見学や理科教育関連施設を活用 した体験学習を,既 存の学部専門科 目
群の中に位置付けて実施する試みについて検討を行 った。本稿では,地 域の企業 と連携 した体験学習
(工場見学)の カリキュラム化と実践について 「化学特講Ⅱ」で実施 した内容と,福井県海浜自然センター
との協働による 「生物野外実習」で実施 した内容について報告する。




































専門科 口 「化学特講Ⅱ」と 「生物野外実習」で実践 した
内容を報告する。










和菓子店(工 場)を 選択 し,その見学と事前事後学習を
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査４)では,「将来,理 科や科学技術 に関す る職業 に就 きた
い と思い ます か」 とい う問に対 して,小 学6年 生 は,
28.9%が当て はま るか,ど ち らか とい えば当て はま ると
回答 し,70.7%が当て はま らないか,ど ち らか とい えば
当て はま らない と回答 してい る現実 もある。 中学校で は
その差が更 に広が り,前 者が23.5%,後者が76.1%であ
る。 この傾 向は,平 成24年度 と比べて も大 きく変化 しな
い４)。このよ うな状況 は,2000年に福 井県で行 われた質
問紙調査の結果で も同様の傾 向で あ り,大 きな変化 は見
られ ない５)。
実際,小 学校,中 学校お よび高等学校 を通 じて,企 業
見学(あ るい は工場見学)に 行 った ことを覚 えてい る例
が少 ない点 は,福 井大学教 育地域科学部学校教 育課程理
数教育 コース において化学 を専攻す る学生 に共通 してい
る。今回,平 成27年度 前期集 中講義 にて 開講 した 「化学
特講Ⅱ 」 において,企 業見学経験の状況 を調査 した とこ
ろ,次 の よ うな結果 とな った(表1)。 なお,本 授 業の
受講者 は,学 部1～4年 生各学年3名 計12名で ある。
表1各 学年における各校種時代の企業見学経験者数
学年校種 1年 2年 3年 4年 合計
小 学 校 1名 1名 0名 2名 4名
中 学 校 1名 0名 1名 3名 5名
高等学校 1名 0名 0名 2名 3名
(N=12・各 学 年3名)
内訳 と して は,小 学校で はものづ く り体験,中 学校で
は職場体験,高 等学校 ではスーパーサイエンスハイスクー
ル(SSH)事 業 にお ける先端科学技術 見学 を日的 と した
企業見学が ほとん どで あった。 この うち,福 井県 内での
企業見学 に限 ると,安 田かま ぼこ ・マエ ダ製菓 ・福井新
聞社(以 上小学校 時),ス ポーツ用 品店DEPO・え ちぜ
ん鉄道 ・福 井税務署(以 上 中学校 時),日 華化学(以 上
高校時)の みで ある。更 に,今 回の受講者12名の うち,
5名 は小 中高校 を通 じて,企 業(工 場)見 学の経験が な















に対 して積極的に支援 してもらえる企業を発掘 し,教員
自らが企業見学体験を多く積み,そ の上で,企 業見学を




















て,カ リキュラム化 した実践について報告 し分析する。
1-3.企 業見学のイメージ
本授業 に際 し,各 学生 に対 して,企 業見学のイ メー ジ
について質 問紙調査 を行 った ところ,次 の通 りの回答が
あった。
0ど ん な仕事 を してい るのか,具 体的 に知 ることがで き
る。技術のす ごさが分か る(1年)。
表2平 成18年度以降の企業見学先(敬 称略)
実施年度 主な地域 見 学 企 業 参加人数
H18 福井 ・坂井 日華化学 福井市企業局ガスエ場 NEC福井 17人
H20 坂井 セ ー レ ン 小野薬品工業 福井国家石油備蓄基地 14人
H22 福井 九頭竜浄水場 フクビ化学工業 清川メッキエ業 16人
H23 南越 福井村田製作所 松原産業 信越化学工業 14人
H25 奥越 アボツトジャパン 松文産業 ニチコン大野 15人
H27 嶺南 アイケープラス ト 関西電子ビーム AGC若狭化学 16人


























































うな活動に活か していけた らいいと思 う(4年)。
1,2年生は,本授業を初めて受講する学生であり,
3,4年生の多くは,2回 目の授業となる。3,4年 生
は,学年進行に伴い,化 学分野の専門科 目 「理科実験観
察法」「基礎化学」「基礎化学実験」「有機化学」「無機化
学」「分析化学」「物理化学」「化学演習」「化学合成実験」





た り,就職指導であった り),企業活動 としての製品開
発 ・製造に関する内容と実社会との関係などが挙げられ












授業計画(抜 粋)は 以 ドの通 りである。
表3は,平 成27年度の簡略化 した化学特講Ⅱのシラバ






























































































例年,企 業見学の受講後,各 企業に対 して見学の感想

























































放射線に対 して,コ ン トロールパネルか ら電子線放射機
の距離が近いにもかかわ らず,現 状出てくる放射線量が














大丈夫なのか?」 とい う質問もきたところか らみると国
民が深く関心を持っていることが伺えます。それは子ど
もも同じで しょう。「なぜ電子線は比較的安全なのか?」












経験を生か して,実 験室で行 う研究が,規 模を拡大 して
実際に産業として繋がっていくことを話 してあげたいで
す。合成が専門でなくても活躍されている社員さんもい
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C社様では,徹底 した安全管理をしている事が,見 学










































表4企 業見学感想文に触れ られた項目数(単 位:人)
4年 3年 2年 1年 合計
5項目 0 0 0 0 0
4項目 1 2 2 2 7
3項目 0 1 1 0 2
2項目 1 0 0 1 2


















身の回 りには,様 々な材料が使われ,そ れ らの材料の性
質及び加工技術により,利便性の高い製品が生まれてい
ることを学んでもらいたい。このためには,小 中高教員







目の当た りにすることでの教育効果が,ア ンケー トや感
想文の中で大いに感 じられる。従って,今 後も現在行わ
れている小学校における体験的な工場見学,中 学校の職
場体験を通 じた企業就業経験,更 には,高 校 における
SSHを活用した先端科学系企業及び研究機関の見学など
を通 じて,化 学学習の啓発を行 うべきである。まずは,
教員自身が企業見学を多数経験することで,そ の意義を
認識 し,各校種および学年の学びに対応 した身の回 りの






















































いて,そ の地域の特性を考慮 しなが ら,幅広い学習の機
会を提供することが可能になる。
生物学の学習と深く関連する施設としては,動物園,











い う指摘 もある7)。この背景には,引 率する小学校教員
自身にこれ らの施設を活用 した学びの経験が十分ないこ
とか ら,施設を活用 した体験的学習を企画 した り,実践
した りすることができないことが一因にあると考えられ
る。 したがって,理 科教育関連施設を利用 した学びを,





















筆者(西 沢)が 福井大学に着任 した平成25年4月以降
の主な実施場所は,白 山(砂 防新道・御前峰周辺,石 川
県,平成25年度),立山(室堂平,富 山県,平 成26年度),



















海浜生物の飼育展示(魚 類,甲 殻類,軟 体動物,棘 皮動
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物等)や,三 方五湖周辺の自然環境や生物相に関する内
容が充実 している。パネルや生体の飼育水槽等の展示に
加えて,ス ノーケ リングによる磯の生物観察,海 釣 り体
験,チ リメンモンスター(食 品のチ リメンジャコに含ま
れる,鰯以外の生物の稚魚や幼生)捜 し,海藻押 し葉づ




夏季(6月 中旬～9月中旬)に 開講 されているスノー
ケ リング講座では,ウ ェッ トスーツやスノーケル,フ ィ
ンなどの必要装備が全て貸与される。このため,実施10












分類群は,魚 類(小 型 のブ リで あるフクラギseriola
quinqueradiata,ホウボウBluefin searobin)両生類(ア
カハライモ リ(Cynops pyrrhogaste),軟体動物(ス ルメイ
カTodarodes pacificus,ハマグリ Meretrix lusoria),甲殻
類(ズ ワイガニChionoecetes opilio,アメリカザ リガニ
Procambarus clarkii),棘皮 動 物(ム ラ サ キ ウニ













値が高い生物である。 しか し元々は食用として海外か ら
輸入 された外来種であ り,現在では逸出(飼 育・栽培等
の人為的管理下か ら一般環境中に拡散すること)した個






































に所属 してお り,4年 生1名(理 科教育研究室),3年
生3名(化 学,生 物学,理 科教育各1名),2年 生2名









参加 した学生はいずれも理科サブコースに所属 してお り,
3年生3名(生 物学3名),2年 生5名(化 学3名,生













































着用 した受講生は,3名 のインス トラクターと共に沖合
の防潮ブロックまで泳ぎながら,水 中の観察を行った。
インス トラクターの方のお話によれば,僅かではあるが










(節足動物)の 体のつ くりを,6年 生でヒ トの体のつく
りと誕生について学習する。中学校では,2年 生でセキ
ツイ動物と無セキツイ動物を比較 しながら,代表的な分





















に関連 した形質について,特 に注視するよう指示 した。
両生類は,幼生時はえら呼吸であるが,成 体になると肺
呼吸(と 皮膚呼吸)を 行 うことを学習する。そこで,胸
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(3)外来生物の駆除(捕 獲)作 業
平成27年度には,県海浜自然センターの外来生物駆除


































今回海浜 自然セ ンター で実習 を受 けたこ とによって、 これまで理科
で学んで きたことが実際にある身近な現象 であるこ とを実感 できた。
これまで、 実際に海 に潜 って生き物を見た り、解剖 を した りした こと
がなかった。 そのため、暗記学習にな って しまっている理科の授業 も
多 くあった。 しか し、今 回実際 に経験 し、 自分の 目で見た ことによ り、
初めて身近 に感 じられ た。 人体模型を見て、臓器 の場所 を確 認 した こ
とはあって も、実物 で臓器 の確認をす ることは初 めてで、本当に模型
と同 じよ うになっているのだと、 当た り前の ことです ら驚きがあった。
教員は 自分が受けた学習 内容 を、子 どもた ちに与える仕事であるため、
教員 自身が行 った経験や 学びに よって、子 どもたちへ渡す ことができ
る学習内容 に大 きな差が出る と考えてい る。模型 しか見た ことのない
教員では、解剖 して、臓器 を見た ときの印象や様子 な どを伝 える こと
がで きな い。知識 としてはい らない部分で はあるのかも しれ ないが、
教員 自身がそ の部分 の学習を どの よ うな思 いで受 けたのか とい う主観
的な部分は、学習 における子 どもた ちの興味関心を増す と考えている。
以上の よ うな点 にお いて、教員 自身の経験量 とい うのは とて も大切で
あ り、 このよ うな経験 をできるのは、理科学習 関連施設 で しかない と
考 えるた め、施設 を利 用 した大学教育 とい うのは大切 である と考え る
(以下略,2年)。
生物野外実習 を受講 して、初めてカメ とカエル の解剖 を経 験 した。
また、 シュノー ケ リングを通 して、い ろいろな魚 の解説 、生息にっい
て聞 くことが できた。 また、アメ リカザ リガ ニの捕獲 、駆 除に関す る
話を聞いて、子 どもに伝えな ければな らない事があ ると感 じた。
解剖で は、初 めてカメ とカエルの解剖 を経験 した。 その中で、直に
人 との体 の構造 の違 いを見て、理解す ることが できた。 しか し、カメ
の 胃の 中身 を見 たときに大量の草が出て きて 、臭 いに吐き気 を催 して
しまった。実 際に解剖 を授 業な どで扱お うと思 うと、解剖 自体がダメ
な子 どもや、生物 が苦手な子 どもに対 して、何 らかのアプ ローチを準
備 してお く必要があ るとい うことを実感 した。
アメ リカザ リガニの捕獲 を行 った際 に、捕獲に関 しての知識 を得 た。
外来種の捕獲 、移動 、飼 育が禁止 されてい ることを、多 くの子 どもた
ちは知 らない。 そのため、教育者 も知 らない場合 もあ り、多 くの学校
や地域で捕獲 、飼 育を行 ってい る。 これが いけないこ とである とい う
指導を行 うことも、教育者 として必要なのではないか、 と思った。
今回の よ うに理科学習 関連 施設を利用す ることには、い くつかの効
果がある と感 じた。
まず1点 目は、一部 の学習内容に特化 した事柄 を学習 できる とい う
点だ。た とえば、シュノーケ リングの よ うに、実際に生息 してい る環
境で生 きて いる魚 を見るこ とは、学校教育で は、映像 で しか見る こと
がで きない。 また、魚や そのほかの生物 を見つ けた時の驚 きや喜びが
ない。そのため、与え られ た教材 しか見 ることができない。 そのため、
新たに 自分 から調 べるきっかけが作 ることが できる、施設利 用は有効
な手段であ る。
2点 目は、体験 内容以外 の関連 した 内容 に触れ ることができる点だ。
これは、様 々なことに興味を持って もら うきっか け となる。 それが、
子 どもの新 たな学 びにつながる と考え られ るので、これ も施 設利用の
利点だ。
こ うい った ことか ら、理科学習関連施設 の利用 は、教 育に一定の効
果を発揮す ると考え られ る。(2年)
ス ノーケ リングを行 うこ とで、海の生 き物 を直 で見 るこ とができ、
海の生 き物へ の興 味 ・関心が高まった。上層、 中層 、下層 での生物の
すみわ けも実 際に見るこ とができ、海の生 き物へ の理解 が深 まる もの
であった と思 う。
解剖 を行 うことで、動物 の体のなか を見 ることができ、図だけでは
わか らない ことなどを発見する ことがで きた と思 う。 内蔵 の配置の仕

















































講習終r時 のアンケー トか ら明らかになっている。この
驚きを学生たちに体験させ られなかった点は,大変残念
であり,適切な実習時期の設定が大きな課題である。








































習」を受講 した学生に対 して,授 業後に課 した レポー ト
か らは,「身近な科学技術への驚き」「視野を広げること
に繋がる」「模型や映像資料だけからは感 じ取ることが
できない驚き」 「講義で触れ られた生物を直接確認 した
実感」などの印象を'ヂえていることがわかった。大学生
となってか らの経験ではあるが、子どもたちの科学に対


























「初 めての経験であったが,楽 しくや りがいがあった」
「子どもに科学のおもしろさを伝える難 しさを感 じた」
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て 「ハ虫類」とい う表記と分類群を採用 した。
Practical Utilization of Science Museums 
School Teachers
or Regional Corporations in a Curriculum for a Training of Elementary







Observational Tour of Corporation, Field Work in Biological Education,
一30一
